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磁気圏プラズマシート中のプラズマの温度構造

Structure of plasma temperature in plasma sheet
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プラズマシートの高温プラズマの起源は磁気圏物理の重要な問題である。
今回G E O T A I L衛星で得られたデータを用いて、磁気圏近尾部プラズマシート中の温度についての解を行った。

その結果、近いところの方がより高温であり、ｙ依存性については、y=0付近領域で平均温度のピークが見られた。
また遠方でDusk側高温のｙ依存性があった。

この結果はリコネクションやDawn-Dusk電場による加熱などが起因すると考えられる。
プラズマシートの温度について、粒子の非断熱運動、速度の非等方分布などをもとに考察する。

磁気圏プラズマシートの高温プラズマの起源は、磁気圏物理の重要な問題であるが、未だその詳細はわかって
いない。

今回、G E O T A I L衛星の1 9 9 5年1月から1 9 9 8年5月までに得られたデータを用いて、- 3 0 R e < X < - 1 0 R e磁気圏尾部プラ
ズマシート中の温度についての解析を行った。その結果、近いところ( - 2 0 < X < - 1 0 )の方が遠方( - 3 0 < X < - 2 0 )でより高温
であり、ｙ依存性については、ｙ＝0付近領域で平均温度のピークが見られた。活動時ほどその温度ピークは大き
い。また遠方では 夕方側が高温であるというｙ依存性があった。

ｙ＝0付近の平均温度が高温になる領域での温度分散はM a x w e l l分布ではなく、高温と低温の２成分のプラズ
マから成っている。これはリコネクションによる加熱と考えられる。また、太陽風起源プラズマが磁気圏境界面
朝側からプラズマが磁気圏に入ってくるとD a w n - D u s k電場によりｙ方向に加速、加熱される。このためｙ方向の
相関がわずかに見られる。

今回の解析から、プラズマシートの温度について、粒子の非断熱運動、速度の非等方分布などをもとに考察
する。


